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【比較した部位】
１ 前翅頂部
２ 前翅後角部
３ 前翅中室
４ 後翅肛角部
５ 後翅中室

引用：日本産蝶類標準図鑑(白水,2006)
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＜仮説＞
１ アサギマダラの鱗粉面積指数（密度）は小さく、他種と比

較して、風を通すことに役立っている。
２ アサギマダラのはばたき回数は少なくなり、仮説１の構造

によって体温の上昇を防いでいる。
３ アサギマダラの翅の構造は、揚力を得やすい流れ場の形成

に寄与している。

研究内容

＜研究項目＞

１ アサギマダラとアゲハの鱗粉面積指数(密度)の比較
２ 一定時間あたりのはばたき回数(回/秒)の計測
３ 飛翔前後の体温差(℃)の測定
４ 翅の周囲の流れ場の観察
＊アゲハを対照群とした理由＊
前翅長と体重の割合が本種に近いから。

鱗粉面積指数（鱗粉総面積／視野面積）

風が長距離
移動の飛翔に
与える影響

風速1.6m/sを境
に「逃避飛翔」
と「逆風飛翔」

を行う

＊翅の構造(鱗粉)
＊はばたき回数
＊飛翔前後の体温差
＊翅の周囲の流れ場

効率的な飛翔
のメカニズム

の解明

アサギマダラはアゲハに比べて全体的に高密度である
一方、後翅中室の密度が低かった。（仮説１は否定）

・鱗粉密度が高い翅は飛翔時の抵抗低減に寄与している
可能性がある。

（指導助言：渕脇正樹氏／九州工業大学大学院情報工学研究院）

・鱗粉密度が低い後翅中室は飛翔時の放熱に役立つ？

A B C 平均 A B C D 平均 p値 有意差

１ 前翅頂部 1.37 1.27 1.39 1.3 0.94 1.02 1.01 0.87 1.0 0.0007 有

２ 前翅後角部 1.39 1.26 1.32 1.3 1.07 0.99 0.95 0.91 1.0 0.0011 有

３ 前翅中室 1.41 1.37 1.33 1.4 1.15 1.1 1.06 0.73 1.1 0.0253 有

４ 後翅後角部 1.62 1.5 1.54 1.6 1.39 1.17 1.14 0.99 1.2 0.0135 有

５ 後翅中室 0.63 0.89 0.84 0.8 1.32 1.1 1.17 1.14 1.2 0.0063 有

t検定アサギマダラ アゲハ
部位

鱗粉面積指数（＝鱗粉総面積／視野面積）の比較

100µm

【飛翔前後の体温差】
※ アサギマダラは

-3.4℃～+5.7℃
※ アゲハは

-5.5℃～+0.1℃
とそれぞれ個体差
が大きかった

↓
測定方法を含めて
改善が必要
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p値：0.000948<0.05
より有意差あり

流れ場の観察はばたき回数と体温差

アサギマダラ アゲハ

光をスリットに当て
平面的に観察

光が煙全体に当たり
すぎていて見にくい

アサギマダラは
翅の上側で空気の渦
を作り、揚力を得て
いるのではないか。

アサギマダラ

アゲハ

・アサギマダラの鱗粉面積指数
はアゲハに比べて全体的に高
いが、後翅中室は低い。

・アサギマダラの羽ばたき回数
はアゲハに比べて少ない。

鱗粉密度・はばたき回数

アサギマダラの
飛翔メカニズム
の解明

可視化方法の
改善
(仮説３の検証)

飛翔前後のはばた
き回数と体温差と
の相関を追究
(仮説２の検証)

体温差 流れ場


